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【研究の背景・目的】 
欧米における人種研究には膨大な蓄積があるが、そ

れらは概して、欧米の国内外植民地経験に基づいてい
る。本研究は、そうした環大西洋中心のパラダイムか
ら脱却するために、日本・アジアの事例と欧米や他地
域の事例とを接合させることにより、「人種化」
（“racialization”）のプロセスとメカニズムを明らか
にすることを目的とする。 

 
具体的には、以下の３課題に取り組む。課題１は、

人種は近代欧米が構築したものとする通説を見直し、
中世のヨーロッパとアジアの事例をとりあげ、それ
らに通底する人種化のメカニズムに迫る。課題２は、
日本・アジアにおける人種をめぐる言説の連鎖・転
換のプロセスを考察する。課題３は、ポストゲノム
時代の課題とされる薬剤の応答性と罹病率の「集団
差」をめぐる科学言説について、社会制度に注意を
払いながら文理融合の研究班によって考察する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【研究の方法】 

代表者は、国際共同研究のための理論的枠組み・

研究方法・研究計画を提示する。その上で、代表者・

分担者を中心に班ごと（歴史班、社会班、科学班）

に基本文献の講読や、理論的枠組みに沿って事例研

究（資料収集、フィールドワーク）を行う。国際シ

ンポジウム開催・研究成果刊行にも力を注ぐ。 
 
【期待される成果と意義】 

本研究の独創性は、従来ほとんど組み込まれるこ
とのなかった日本・アジアの視点を活かしながら、
従来の欧米中心的理論に替わる新しい人種研究の理
論を構築することにある。またポストゲノム研究等
での「集団差」をめぐる文理融合のプラットフォー
ム構築は、科学者の倫理問題や、人文学縮小への圧
力など難題を抱えている日本においても貴重な存在
となろう。また本研究では、シンポジウムやメディ
ア発信などを通して、社会還元にも力を注ぐ。 
 人種は学術的にも高等教育においても国際的に重
要視されているテーマである。本研究は、人文・社
会科学を中心とする学術的立場から、人種主義に関
する社会意識向上の一助となるよう努めたい。 
 
 

【当該研究課題と関連の深い論文・著書】 
Yasuko Takezawa and Gary Okihiro eds. 

Transpacific Japanese American Studies: 
Conversations on Race and Racializations, 
University of Hawai’i Press, 2016.  

Yasuko Takezawa ed. Racial Representations in 
Asia, Kyoto University Press, 2011.  

竹沢泰子編著 『人種概念の普遍性を問う』人文書
院 2005. 

 
【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 116,100 千円 
 
【ホームページ等】 

  http://takezawa.zinbun.kyoto-u.ac.jp/ 
  http://race.zinbun.kyoto-u.ac.jp/ 
（2016 年度中に本採択課題についての HP を新規
開設する予定） 

J.F. ブルーメンバッハの５分類 

ブルーメンバッハの分類の連鎖・転換がみられる
明治の教科書記述       (Takezawa 2015) 
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